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宴 の 記

15期 舟田 節子

日程が決定した時には、当日は月齢 2日 あた

りと判明する。月見一まあ、芸達者の多いヮン

ゲルのこと代役に不足することはあるまい (す

みません)。 そしてまたも、台風が迫ってしま

う。小屋があり、コースも東寄りだからと決行

する。雨対策に大判ビニールシー トを運んでい

ってもらってある力ヽ 風雨となるとさて一.

器日。台風接近のフェーン現象で汗ぱむよう

な陽素 恐亡騨輔修の先州隊 α鑢目 辰野、吉

田、吉本、柴田夫妻 嬌期 上馬 佐野 松榊

の8名は午前 9時に出亀 11時過ぎ、現役 4回

生の山本さんから電話。「ビールの受け渡しを

する動 ヽ 工学部へ行ったがOBが来ていない

―といって僕の所へ電話が来ていますが一」:

時刻の動違いがあったことが判明。このビール

2ケ ースは、結局正午発の4回生の彼等が運ん

ていき、倉劉 Iiで冷やされ′て出番を待っていた。

坂尻さんの車で小立野キャンパスヘ向かう。

途中で14期の清家さんを捨う。彼は「金沢も変

わったな」と歩いていたそう―こちらは、彼の

町並を歩く後ろ姿に罰年前がすっと戻ってきた

ような錯覚を覚えた。

工学部前にはすでに栂さんが待機していた。

あたりは飾り立てた太鼓が並び、やたら騒がし

い。尾山祭の集合場所にもなっていたのだ。続

々一というより、ちらほらとOBが現れる。一

昨年OB総会を開催ヒ′、記念写真も撮っている

ので、まずまずお顔は分かり、そこそこ話も1ま

ずんでいるようだ。

祭の挨拶の終わった山tli金沢市長が(わざわ

ざ車を降りて声をかけていかれるといったハプ

ニングもあった力ヽ 栂さんの指示で使乗の車も

決まり、出発する。あ期の広田さんが現れず、

鳥越さんのi車がもう少し待つことになる.舗装

道路や新しい トンネルに驚き、昔はどうのと言

っているうちに、題 IIダムカ電 まる。高二郎も

さっそく勧迎してくれる。

ダムの前で記念写真を撮り、BHへ向かう。

舟付場までブルが拡充した跡があり、この春こ

こが桂さんの倒れた場所と確認しておいた石積

みも、あっけなく縞模様の下になっていた。す

でに現役が通り、先発隊も通っていることから、

道はまずまず。肩先くらいに茂っている所もあ

るが道は何と将 靭に きる。

19期高桑さんの碑の前で休憩:さ っそく3期

田村さんが正信得をちげようとする力ヽ 本人も

怪しく誰も唱和できない。それなら一と彼はザ

ックから聖書 (!)を引っ張り出し、 ドイツ語

で読み始める。もう、笑ってしまい、本当にワ

ンゲルらしくて、何よりの供養になったように

思えた。 トランシーバーで、やはり広田さんは

現れず、待機組もダムから歩き始めている旨連

絡が入る。 (下山像 本人からの電話で、角間

キャンパスを集合場所と間違えてうろうろして

いたこと力畔1明。お気の毒で、「会費は不用J

と言ったのに、「では寄付として」と三千円が

振り込まれてきた。)

雨が落ち始める。この雨に急かされた力、 一

亥1も早くBHを見たいから力、 ともかくハイベ

ース.山現役の私も必死で走り、ウンゲルOB
の底知れぬ脚力に舌を巻く (たぶん―意地の張

り合い)。 後半の方が難所のはずだった力ヽ 出

島からはきれいに草カザ1っ てあった。「さすが
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りがボートで出島まで入ってきて刈っていくら

しいとのこと。

ういに吊橋を渡り、倉谷に入る。慶屋が朽ち

果ててからも久しく、石垣のみが残る平地であ

る。ここで馬白君をだっこした

"期
北村 。高木

夫妻とすれ違う。天候があやしく、日帰りにす

るとのこと。同じ

"期
の渋谷さんも帰ろうとし

ていたカミ 石倉さんの顔を見て引き返してきた。

そこへ金髪のミリアムさんも混じった一行が

歩いてくる。疲れた表情の撰等0こ聞くと、セメ

ントに混ぜる砂利を「また」掘りに行 くのだそ

うだ。やっばり負担をかけてしまう一カヽ 「お

世話になります」と最後の登りに力ψ るヽ。

小屋の横で|よ 先到隊河姿酔 を園んでいる。

最後の上部の台形の角度を検討しているようだ。

柴田夫人によれば「あの時はねえ、もう疲れち

ゃってだらだらやってたんだけど、本場い慟 ヾ

ってきたから、慌てて気合を入れてまたセメン

トをこねたわよ。」とのことだった。 鮮 しく

は補修CLの辰野さんの原稿にお任せする。)

BHを前に、1鎖永 5期が並んでいると

"年
の .

歳月が過ぎたことが信じられない。皆さんにも

懐かしさととまどいが入り交じっているようだ

った。

天候はあいかわらず怪しい。司還 で食当を始

めてもらう:下で酒宴をやると、この急坂をお

聞き後に上がってこれるものやら?イテ方不明に

なって倉谷の怪談に加わる方が出てしまうかも

しれない。栂さな 樹 IIさ んがBH横の沢への

道を開いてくれ、そこが継 途中はトイレと

なる。その道の横に1まかつてのトインの残材が

朽ちていた。 (壊れたカマドの煉瓦の方は、今

回愁心碑の骨材に利用された。)明るいうちに

と記念写真にかかる。上馬さんに広角レンズを

用意してもらい、カメラの1. 5m前から広が

る。現役も合めて70余名、何とか収まった。

続いて追悼:桂さんと同じパーティーだった

上馬さんがあの時の状況を説明し、その後皆で

黙議する。 (やはり同じパーティーだった横井

さんは、この8月婦省中に木曾川で水死してし

まった。この月見の宴は彼の49日 と重なってい

て、15期には万感こもる黙蒔だった。)

テント設営にかかる。私が借りてきたテント

は備品の数を確かめてきただけ。 砿 げてはみ

たのだか―イ可しろ社会人になると、ますます女

は食当、男は設営に分業されてしまう。一律に

教えてもらえるヮングルはホントにありがたい

所なのだ。=人
で無理してポールを折りでもし



たら ‐と、本の臨 だけ洗めてフムフム)案の

定、ジョイントの角度藻 、明.テ ントを使って

いる栂さんや、18麟驀け,さんも判らないという

し、現役を弓|っ 張ってきて聞いても型力速 って

諄[ら ないという一。]弓 りきった力ヽ ポータレの組

み合わせをあれこれやって、結局がなりの力を

加ス、てポールを反らせると漱められると判った。

それでも、最後のポールが押し込むべき穴に嵌

まらず、石はないか ?ベ ンチはないか?こ の難

題に最後まで取り組んで下さ、ったのが前田顧問

で、私は二重に恐縮するはめにならた。 (それ

にポールも結局 1本折ってしまったのだ。)他

の2つのテントも張られた力ヽ 始めてドームテ

ントを見たOBは簡便なのにびづくりしていた

ようだ。

大判ブルーシー トを2枚広げ、宴を開始。 1

期仙田さえめ挨拶で乾杯:久富さんの周到な進

イ需tSIにより宴はスムーズに一名前を読み上げ

て挨拶だけしてもらうはずが楽しい一言、二富

が次々と続き、予定どおり盛り■が っていく。

マイクの奪い合いならぬ、「是非この機会にお

知らせしておきたい」話が次々に出てきて、特

に 1期仙臨さんと3期日村さんは、座を暖める

暇もないくらい。私は記念誌の編集長で普のB

H団隅々まで読んだ方だカヘ 百闘ず見にしかず

というか、やはり当事者の日から直接語られる

迫力ι灘観L天 候の方は雨力やヾ ラついたかと思

うとまた上んで、星空が広がっていく。こんな

倉谷の夜を楽しめるのは金大ワングルしかいな

い 。

おでんを空にし、笹寿司が廻り、アルコール

:よ ピール、日本酒kフ イン、水割がチャンポ

ンーさあ、歌え、歌えとヮンゲルソングが出て

くる。何期の持ち歌、とやりだすと、それはこ

っちが先で、こっちが正調と歌い出す期もあり

―。そのうち、あれ、現役は歌わないの?ええ

知りません。じゃあ、夜はテントで何やってる

の?ハハ、まあその一 (そ のうち聞いてみて下

さい。きっとカラオケなんかはパフォーマンス

付きで上手いだろうとおもいます。)それでも

理役も歌え、歌えで、f― がドスのきいた

声で「兄弟舟Jを歌う。そして騨 と請ゎ

れたミリアムさん力ヽ アイルランドの歌を歌う。

この時、田村先輩は実に幸せそうであった。

,応お開きとし、台風贅じ郡繕こ明日の予定

を全て二時間早めることにして、現役達は下、

降りて行 く。お酒もおつまみもたっぶり抱えて、

彼等もその後二次会を楽しんだらしい一。残る

OB国朝からの重労働に眠り出す人や、四十周

年の ドイッ行きを発案する人や、いくつかの話

の輪に分かれて、さらにアルコールが進む。私

の方は、18期横井さん、

"期
久富さん、あ期辻

なすさんと、「 ヮングルとは?」 などという青い

話題を、昔の続きのようにやっていた。時代を

共有しなかったOB同士でも一緒に語り合える

一この場所だからすんなりやれることのように

も思えた。「 ヮンゲルとは、自然を愛し―では

ない。その前に、まず人を愛しなのだ」で「異

議なし |」 となり、浮世のことはきれいに忘れ

て、ワンゲ′1/1款、テントにもぐりこむこと

にした。

それにしても何という宴の跡一

「 いやあ、はでにやったれ 」

「明日これを見たら現設はキレますよ。」

「 しゃあない。明日早 く起きて一緒に片づけよ

う。」OBl年の司 :iさ んと約してお休み。

0●4日 .雨は夜中に少しパラついた程蹟:ねぼけ

眼で片づけにかかる。空罐は8期穴田さん沢

学校で集めているからと、まとめていかれる。

どうやら皆も起きてきて、現役が上がってきた

頃には片づいた。

静心碑の本粋を外す。うまく画まっている。

イ瞳 を施す。もう一つついていたパネル (建
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立の出来を記したもの)は見つからず、新たに

作ってとりつけることにする。聞いてみると、

25期の頃にはもうなくなっていたらしく、鈴期

になると、何の碑なのかも知らなかったとのこ

と。私達にした所で四半臨 何もできなかっ

た。自己満足の次元のことかもしれないが一桂

さんの磁 へは追悼と′たことをお伝え tプてお

きノこιヽ。

テントを1散収し、朝食におじやをいただいて、

OBIよ先に11き 上げる。ダムに着き、解散の挨

拶をして車に分乗した時には大粒の雨が降り出

した。 (現役達の方は跡分後になった程度と聞

いた。)

ここで終わりにすればいいのに一帰りの車の

中での話.3期小林さんの今の趣味は、シュノ

ーケルと足ヒレと救命具をつけてダム湖を泳ぐ

ことなのだそう。オレンジ色では日立つので迷

彩色のを装着し、ポー トの人が見たらびっくり

するだろうからと、慌てて流本の陰に隠れたり

気も使うとのこと。オロロが来るから潮の真中

を泳ぎ、あがる時tま彼等の活動が静まる夕方ま

で待つ力ヽ それでも襲われて服を着るまでがた

いへんなのだそう。今でも、山道の奥まで行き

たくなり、通行止めの標識をずらと′て入り込ん

でイテ〈そう一。ちなみに待は金大ヮング
・ルの遭

難第一号。これ′を笑って聞いていらした、捜常

隊長第一号の仙田さんは、またの出番の予感に

おののかれていたように一―思われたのでした。

反省会 (といっても懇親会ついで)では

「連れのいたOBはいいが手持ち無沙汰で淋し

そうなOP.もいた。お客さんということでなく

、仕事を割り当てたり、現役と同じパーティー

に入ってもらって、一緒に食当をしてもらって

もよかったのでは」

「もっと現役に負担をかけない形を考えたら」

「事故には余り萎縮してはしくない。本来自分

の体は自分で守るべき。しかしく苦しい>が言

えるクラブにはすべき、それは大事にしてほし

い。」

の意見が出ました。他は、参加者の返信をご覧

下さい。

忘れ物 ゴアテックスのカッパ上下

σ ンロップ製 青色 M寸)をお預かり

しています。心当たりの方、事務局へご連絡

下さい。
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会計報告は、OB錨 普賠 の方に掲載して

あります。ベルクハイム修夏と愁心碑補修を

同時0こ行ったことや、会費は飲食費相当とし

たため、69,876円の赤字が出ております。

以上のベルクハイム傷象 熟t嶽輔修、月見

の宴を、全OBにご協力いただいたと解釈し

て、OB会会計よりの援助として処理致しま

した。こT承下さい。

愁 妃 のヽ 碑 ιこ
一

て

1鋤 購 麟

OB会報「やまざと」3号が届き、パラバラ

とベージをめくっていると、突然自分の名前が

目に飛び込んできました。

「
‐考餞碑を補修・除幕 (?)します

=こ
の補

修構想は慇期辰野さんが練リー」寝耳に水の私

:ま さっそく会長の大島君ιこ電話を入れました。

その結果は

「悪い、悪い。言うの忘れとった。」

の一言。

囃 :辰野さんに依頼することは、昨年10

月末の懇親会にて、「辰野に頼んどくヮ」の彼

の一言で決まっておりました。続く6月現役と

の打ち合わせの際も明言していただきました。

それでもこうなってしまうの力ヽ もヽかにもヮン

グル的で、それでもやれてしまうの力ヽ これま

たワングルのスゴーイところだと思われるので

す。)

準備期間はもう一ケ月を切っている。あわて

てイメージネケッチ、資材の手配、型枠の製作

と、どうにか間に合わせることができました。

本番では現役の方々に重いセメント袋や砂、

砂利などを選び上げてもらい、本当に感謝して
います。 備緩鋼飢 セメント重量から害1り 出す
と、地 近い荷場げをしてもらったようです)

そのお礼の意を込めて、作業に携わってもらっ
た避 員の名前を書いた木板を基礎の中に理
めました。

渉心の碑の経緯については、他のOBの方が
きっと書いてくれると思いますのでt碑のプレ
ートについて書くことにします。

「静さ」は当時顧間をしていただぃた松尾先
生に題詞を、また教育学部あ米掟を主に断 を
お願いしました。そのプレートを今回も使い、

碑自体は前回の木襲動 とは違い、かなりしっ
かりした物となりました。もしベルクハイムに

イテく脚 ありましたら、見て下さい。また、

現役の方々は、この碑を見たら自分の山行を振
り返り、安全な山行を心掛けていただければ幸
いです。

最後になりました八 桂君の冥福を心からお

祈り申し上げます。

由来を説明と′たパネルの方は紛失しており

後日製作ヽ取りつけることにしてぃます。

熱 心

叫 五年五月二十一日に行われた新 :

人 トレーニング中、ダム潮畔にて突然の心 |

臓発作1理勲調ヽ 永遠に帰らぬ人となった |

維  蕨整討護夕に驀Fぐ . 」
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愁 心 の 碑
■5期  上馬 康生

倒れていた山小屋の「鰤さの碑」が耳建された。その前で、月見の宴に参加の多くの人

たちと共に黙祷していると、今から25年前あことが思い出されるのであつた。大学に入

って2か月足らずしかたつていない5月の終わりに、それは突如として起こつたのである。

同じ新トレのメンパーであり、また同じ理学部のクラスであつたこともあり、桂氏の死は

その後の私のなかにかなり深く残るものとなつた。ことば数は多くはないが穏やか口調で

話していた顔。城内の部室から一緒に卵辰山まで走り、相撲場の階段をお互いに背負いな

がらトレーニングに汗を流した時の顔。そして新トレの山道で、休憩の時に何か言葉を交

わしている紺め山シヤツ姿め顔など、今でも頭の中に残つている:

その後、倉谷や高三郎山には何度も入つた。残雪の山道にイワウチワやカタクリの咲い

てぃた春。草いきれの倉谷廃屋でイヨシロオビアプの大群にまとわりつかれた夏。紅葉の

見事な山頂から、澄んだ青空にくつきり映える自由や北アルプスを眺めた秋。トタン屋根

を霰が叩く小屋の中で、あかりに集まるクサギカメムシを見ていた冬、等など。小屋作業

やバーワン、そして4年生から大学院にかけての4年間は鳥類の研究のため、多いときは

月に4回も高二郎山のきつい山道を一人で歩いた。社会へ出てからも何度か入山してきた。

山へ入るたびに、犀川ダムの途中の石積みの前 k桂氏め倒れた場所…今は草に埋もれて分

からなくなつている)で、そして山小屋の「愁心の碑」の前で、黙祷しながら彼に私の日

常めことなどt｀ろいろ聞いてもらつていた。そして彼の分まで生きなければと自分に言い

闘かせていたo

誰だつて必ずいつかは、この世に別れを告げなければならないときが訪れるのである。

この年にして、同世代の身近な人との別れをいくつも経験してきたが、そのたびに自分の

生き方の反省と新たな決意を思いつかされてきたように思う。

「愁心の碑」は、私にとつては学生時代を思い出させるものであり、日頃の生活ゃ山に

対する姿勢を考えさせてくれるものである。加えてこれからは、25才も違うワンゲルの

後輩と一緒に作業をして再建したことを思い出させてくれるものである。これからもでき

れば年に一度くらい:馬方ねて行かねばと思つている。

月 見 α)」菫箋多カロ者 か らメわ お ・fIり
曖 lttkり鋤

*3期 田村 曜夫

熱 、写真有り難うございました。

決してアップに耐えられそうにない我ツラが

最前列にあること力ヽ 皆様をフングルから足を

遠ざけるのではないかと反省されます。私が欠

席することによって多数のOBが出席されるな

ら、喜んで欠驚いたしましょう。

それにしてもワングルにしかアイデンティテ

ィーを持てない人間も多いことを知り、安心し

ました。

金大ワンゲル
申

す。    敬具

*"期  小 久 保  光 将

お月見とはいきませんでした力` BH隣での

酒宴は楽しかったです。①歳近い開きを気にさ

-23-せない活気はワングルならではのものと感じ入

尚



りまし′た。

それにしても草創期の先輩方のパワーには、

お会いするたび恐れ入ってしまいます。

511の機会があればまた参加したいと思ってい

ます。

事務局各位、現役の皆様には、格別のお世話

をいただきありがとうございました。

*9期 吉田 幸造

先日は現役の人の多いのにあらためて感動し

たのと、僕等の時にあれだけのOB会支援がで

きただろうかと感謝する次第です。

気分よく久し振りに無茶欽みをし、若い頃の

体験がよみがえりましたがt回復が遅く苦労し

ました。

大学 2年の娘が居ますカミ KUWV現設のつ

初代ベルクハイム建設時に、熊笹の根を堀り

河原から石を運び上げ、倉谷の廃屋から材木を

通んだりなどの肉体労働を提供した者の一人と

して、ベルクハイム再建後、この催し力ヽあると

のお知らせを受け、喜んで参加させてもらうこ

とにしました。

残念ながら8期の参加は私だけでしたがヽ 7

期の村田さん、そして遠方から参加してくれた

9期の平村、吉田両民 11期の小山氏らと旧交

をあたためること力くでき、本当によかったです。

また、日村氏を初めとする創部当時の大先輩達

の老いて (失礼 !)ま すますエネルギーあふれ

る姿に接し、「我々もがんばらにゃ」と思いま

した。

5-11期のなつかしい皆さん、次の機会には

是非参加しましょう。四十万さな 吉村きな

ナベちゃ′伝 博道くん ‐皆さん、待ってますよ。

*13舅  磋多卜 競

犀jllダムまでの快週な舗装道路、それにひき

かえダム湖闘辺の道の荒れ方のすさまじさは、

共に、過ぎ去った年月の重みを感じさせるもの

でした。

しかしひとたびダム湖畔に立てば、「あの角

を廻れ闊討 :|ダムが見える」そんな思いで歩み

を進めた数多くのBerglei“子きの思い出、そん

なそんな遠い日
―

に呼び戻してくれまと′れ

我々の年代には格別の思い入れのあるBerghe

imですが、地元にいながら車社会に毒された身

には出掛けるには腰の重いのがげんじつであり、

このょぅな計画をされた事務局にあらためて感
謝します。

また、朽ち果てていた移心碑の改修作業t Be

rgheim改修、山行の設営に、多 くの現役諸君の

御協力をいただいたことにおネL申 し上げます。

なかなか眠れず夜半に眺めた満点の星空に感
激し、「ゃっばり山はいいな」との思いを深く
しました。

非常に素晴らしい企画で是非これからも続け

. ることができれば良いなと思います。このょぅ

・24 
な企画は、現役諸君とのつながりも大t77で す力ヽ

最近めっきり山イ子回数が減少していた中で、

今回の飲み会は山行ではないにしろ、ワングル

の雰囲気とでもいうのでしょう力、 側 J白には

石倉さんに会えたのでよかったです。

雨がいつ降るかという状況もツキがあったの

でしょうか、何なくクリアしてよかったです。

これも役員の日頃の行いのよさなのでしょう力、

次回は0周年ですね。その時は就職している

ハズなので、お金をたんまりもって、同期の奴

等と朝まで飲んで、それからお酒の匂いをプン

プンさせて40周年へのりこみたく思います。

*8期 穴田 昭一

船年という長い藪月の経過を忘れて、KUW
V現役時代のような楽しい、懐かしいひととき

を過ごさせてもらいました。

現役部員の皆さんとOB会事務局の皆さんの

後書労は大変だったと思います力ヽ 皆さんのお

世話のおかげで、久 tノ振りにわが青春時代のホ

ームグランドを訪れることができ、本当にあり

がたく思いました。



あまり負担を掛けずに、自分違御 から運営

までができれば長続きするのではと考えます。

*劉目 i貸 皇難      :
先日は本当にありがとうございました。おか

げ様で久し振りに学生の頃の気分で山登り?が

できました。           1
登山は年に2, 3回行きますがヽ犀奥となる

となか争輌子くこともできず、1-じ めまし

た。またそれ以上に、わがワングルの1期の方

から現役の人達にまで会い、今さらながら金大

ワングルのふところの深さを実感しました。ま

たこれからもこのような機会がありましたら、

是非出席したいと思います。

事務局の皆さんもいろいろと
―

なことと

思いますべ 今後共よろしくお順いします。

ネ18期 椿サ:l 利弘

台風の影響で「月見の宴」は「やみ夜の宴」

となりました力ヽ それはそれでワングルらしく

て楽しいひとときでした。

私としては、高二郎登山隊長を命ぜられ、意

気込んでいました。しかし、メンバニの同意を

得て (いヘ メンバーを説得して)中止を決め

るや、ビーノkフイン、酒にウィスキーとチヤ

ンポンで飲み、早々とダウンしてしまいました。

そして結果的には設員として何もできず、ただ

現役に感謝する次第です。

*期日 要譴 中囀

台風をやや′顔配しながらでした力ヽ Ю年以上

振りに訪れたBHは昔の面影そのままで、大変な

つかしく音を思い出しました。参加していただ

いたOBの方々も二晩だけの短い時間ではあり

ましたがt楽しい二時を過ごしていただけたの

ではと思います。

また、今回の企画に関しては、実行面におい

て、現役の皆さんに大変協力してもらい、この

場を借り、今一度感謝するとともに、OB会の

運営にあたって、現役との交流のあり方につい

て、今後ともよりよい形を考えていく必要があ

ると再認識させられたような気がします。

OBの皆様には、OB会が末永く続くように

また何かとご協力の程よろしくお願いします。

*13期 吉田 穂積

OB会事務局の方、。現役の方、どうもありが

とう。け でした。

BHまでの道は事
～
甲腎:警りヽ茸と駆

わっていた。スベリ易いBH直前の急登を登る
と変わらぬBHが建:そい二革巌喜五i、。こ床
張りがしてあったがt囲炉裏がなくなったのは

ちょっと寂しい気がした。

「月見の宴」は親子以上の
― 蝶 まりで

ワングルの歴史を感じる。

大先畿から草創期のエビッードを初めて何い、

またヮングル唱歌の変通等を感じたリーと、楽

しく過ごした沢  500mlの ビールとはんの少々

のウィスキーでダウンしてしまい、お開き後は

早々にシュラフにもぐり込んでしまった。BH
での酒飲み話はさぞにぎやかだったろうに、残

念ながら私は夢の中.翌朝は台風接近の為、早
々に ミヽ してゅっくり話しはできなかったヵミ

なつかしい顔に出会えただけで良かったと思っ

ている。

*3期 /」ψ卜 宣泰

月見の宴の企画御苦労様でした。さすがクラ

ブ|こ女性がいると、同じことをやるにしても、

名前が違うことがわかり、この言葉にひかれて

出席したところもありました。

今年の夏は都合がつかず高い山へは4子けませ

んでしたので、体力が持つかと思いました力ヽ

どうにかもちこたえ、自信がつきました。

「広田君」のような奇人がおれるタラブであ

って下さい。

*1醐 栂 典雅

今回の月見の宴では、チーフということで企

画、その他をおおせつかりましためヽ 現役諸君
をはじめヽ OB会役員の皆様の御蔭でヽ 何とか

無事に終えることができホッとしています。あ

■
Ｒ
ゝ

=為―



りがとうございました。

ベルクハイムでのOB会は大きな意義のある

ことは無論ですがくアクセスや人数を考えると、

どこかのキャンプ場 llJlえ ば医王の里)でやる

のもよいかと思います。

*20期 久富 象二

過去を懐かしむのはあまり好きではありませ

ん力ヽ この日ばかりはワンゲルというクラブを

選んでよかった (選んだ時はたまたまだった)

と、つくづ く思いました。久々に痛快に飲み、

歌い、語りました。

17期 J颯 敬

拝啓 この炎署、いかがお過ごしでしょうか?
東海ヮンゲル会 (7月 1日 )で皆が集まって

から、早いものでもう 1ケ月が経ちました。当

日は、遠路はるばるお出いただき、本当にあり

がとうございました。高二郎・ベルクハイム・

白山のスライド映写会:ま大好評で、山への想い

をかきたてられた方も多かったようです。

名古屋の酷暑に辛抱できづヽ 早めに夏休みを

取り、恒例の家族登山をしてきました。近場の

厠∞m峰で、簡単に行けて混んでいない山、と

いうことで、飛騨側の濁河温泉から御岳山に登

りました。御岳山の南部 ●1ケ峰、一ノ′む |ま

―
飾

―

もう一つ、当時クラプを預かった者として、

いろいろあったけれど、

"朝
にクラプを潰さな

くてよかったとも思いました。

現役の方達には楽しい二夜を催してくれて心

う`らお礼を言いたい。元気で活動して下さぃ。

*29期 高木 美保

楽しみにしていました力ヽ 台励 雙董ブいて、

1才の子供連れだったので、日帰りにしました。

懐かしい夜を過ごしたかったです。また、いつ

か ‐́‐。

∫
電

今なお火山滋 闘 離んで、植物も少なく荒涼と

していますべ 北部 (鮭子岳、四ノ池 はハイ

マツや高山植物が多 く、まるで別の山のようで

す。コマクサの群落やタモマグサをみつけ、半

ば諦めていた雷取りの親子にも出会うことがで

きました。

会で撮った写真の発送が大幅にま聖へ 申し訳

ありません。もう下人のカメラマンの渡辺君か

ら速達でネガを送ってもらっ量にもかかわらず、

こんなに遅れたのは、ひとえにワンゲル時間の

なせる業です。

ワングル03・ OGのよしみでお許し下さい。

またいつの日か、お会いできるのを楽しみに

しております。   3月 1日   敬具

量

一い

下


